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　4時に眼は畳めたが，太陽が山から顔を出すと早速シ1ロスタ】トの調節
に掛る．昨日は西南の風激しく今日もこの分だと風除の急造が必要だつたが
幸ぴ風もないだ・9時京都の運逸店の主人深尾老來着・これで京都關係の臼
食當日の顔鰯は：一一小山秋雄，堀」｛：政三，木邊成麿，稻村賢三，中村　饒，
葡田治久（以上観測除宿舎に合宿），河路甲午郎，是枝正一，宮道　馨，上原
虎雄，水野干里，深尾尚武の諸氏及稚内車電所の田澤勇，大工の東日本光學
の林　典八，名古屋の早川の諸氏であった．
　10時最終の豫行演習をすます．11時の報時の頃より村の警備除の手で7，80
米内に立入禁止となる．小冊校は朝より臨時休業．朝來雲は少しはあるが，
大丈夫な室模様である．正午東京除，チエツコ隊と共に一同顔を揃へ娠かに
最後の申食をとる・朝來L成功を所る「とV・つた電報頻々と來り，郵便局の出
張所呼買の玄關にできる．13時一同宿舎に集合。初彪観測の打合せをやる．
分捲は
　　ザルトリウス：シヤタ1一小山，坂枠一是枝，聯絡一前ni，畦室一堀井
　　6糎屈折：木邊　　　　　ザルトリウス，ファインダ1：田澤
　　5糎屈折：堀井　　　　　ク　ロ　ノ　メ　1　タ　i：稻村
　2時の報時をすませるとクロノメータ1の讃み開始．堀井，木膚，田澤の
3氏夫々望遠鐘を覗いてみる．緊張した瞬聞だつた　幸ひ雲には遮ぎられす
2時7分初麟絡了．山高君の合圃と共に小山クロノメ1タ1の面を見てシャタ
1を切り部分食の爲眞を一分置きにとる．接醐の時刻を爲眞的に出すためだ．
取枠不足のため前閏君及東君に暗室（20C米はなれた）との聞を往復してもら
ふ．雲が大分來たが兎に角10分醗で豫定通り1捌最影．初麟槻測は先づ無事
終った様子である．チエツコの3米雫カメラのコパ1ル君はピントグラスを
覗き込み“　lst　contact，1st　contact”と叫んで嬉しさう．東京隊の橋元先生
は小舎の外に七オドライトを持出して初麟の時刻を取られた模様．木邉君は
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早早の罫引に又朝來二度目の暗室入り．2時竿曇硲子を通して部分食に見入
ってみる村の人々を見ながら一同宿舎に引上げ，皆既観測の最後の打合をや
る．分婚は
　　　ザ　ル　1・リウ　ス1取枠一小111，　　シヤタT　・一是枝
　　　10糎反射鏡：取枠一堀井，　シヤタ1一上原
　　　　1・　リ　プ　レ　ツ　ト：取枠一木邊，　　シヤタ1一前田
　　　　ッアイス，ペッバルニ中村，　　　3糎屈折：河路（Starter）
　　　　クロノメ　1タ　1：稻村
　校庭に出て孚分以上麟けた太陽を眺めるが慌だしい重苦しい回持だ．裏引
すみの乾阪を暗室の眞嗜の中で木邊君と共に取枠に恐る騰る入れる．絡って
　　　　　　　　　・食の前夜縛癬髄僑露
廊下を馳けて回る時の，窓外の黄ばんだ何とも言へぬ面前は今だに忘れられ
ぬ．準備終って組立暗箱を持出して記念鳥眞を撮る子下も出來て來るが，シ
1ロスタ1トの調節を氣にして撮影．一向豫忙した程暗くなって來ぬので本
　　　　　　　　　　　　　　　　　フケロ當の所日食直前といふ氣が鹸りしない．棄が鳴き出して來た．雲が頻りに太
陽の傍を通るが氣にしてもしかたがないとVbふ氣があったのが，一向苦にな
らぬ．蔭影が皆三日月形になって乾たのもその頃だったらうか・3分前の呼
聲の頃に地面に一面縞が見え始めた，シヤド1バンドだ・水中にみる様に，
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冷氣を感じて來た・1分前の呼聲がして聞もなく河路氏の“go”の後圃・同
時に稻村氏の“零1，零2”の呼馨大分慌てた入もあったらしVbが，幸ひ
小生の所は順調に：“go”と共にシヤタ1を是伎氏切る・“コロナ，コロナ”
の小さな二一に氣が付き振返る氣持のよv・薄青い室の眞中に銀黄色したコ
ロナ．もっと調いものかとかねて想像してみたのに，意外に尖った角を突出
した姿はグnテスクな感じさへした．80秒の露出中幅々と讐眼鏡で見たには
見たが如きりした記憶はなVO・金星は勿論だが火星も見えた氣がする・自分
の横に立ってるるコパ1ル君はブリキの手製のシヤタ1を例の無邪氣な手附
で，左右に動かしたり四割を換へたり織ってやってみる．L小山さん，小山さ
ん「とこの最中電報の配達の來たのには大慌てに叱って，やっと追返したも
のの，こんな見當はつれの事をされたのにはたまげた．2分野は長い檬で短
く．意外に明るかったので演習中よりも操作滑かに進み，判定の4赦目の露
出を103秒目に終へ，後に数秒を残した．併し一寸と慌てて4枚目ぱびびらし
た，ダイヤモンドリングは美しかった．思はす一同萬歳を唱へたが一向脊の
荷が下りた様な氣がしなかった．早速ビ1ルが持出され親測隊の人々と村の
入達とで而頗不を纂げられたが，復讐の為眞を撮らねばならぬので乾板の入換．
ブイルタ1，シヤタ1の交換で小生達は忙しvo．槻測終了と思ったのか，ぞ
ろぞろ村の人が柵の所へ押掛け目白押しになって見物だ．復圓も矢張り相翠
雲が來たが，初漁復園共にその馬立は全然雲に妨げられす，又皆既の時も周
園には相気霜があっ疫が太陽の所は晴れ，後孚定書薄雲が少し掛ったかと思
はれる程度で甚だ幸運に恵まれた諜である．5時の報時をとって観測完了．
急に弓勢が出て來て山腹と胸に痛みを感ずる．新聞記者が押掛けて來たが，
橋元先生の所は既に現像も絡りしまつ落第生とv・つた成績でしたよ■と言はれ
るが，三々どうして，とても朗な相好だ．チエツコ隊も大機嫌でスル1力隊
長も夕陽の中で感想談を記者に取巻かれ求められるまNにやってみる．小學
生の旗行列が市街地へ向け繰出して行く．もう少し位埃や砂が掛っても構は
ぬと群がる村人に親測器械や太陽の投影像を見せる．此方も大分御機嫌だっ
たらしv・．すっかり晴渡った夕察はコバルト色に澄み，数時間前の皆既を思
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餌させる．夕食後標準尺度を撮影する準備をしてみると，セブエウス座e星
の南に新星獲見の通知だ．急に疲れが出て來て現像も明晩に延ばす事にし，
i新星も野冊君に見る様に頼んだ丈で，自分は外へ出て一寸見るも元氣なかっ
た．
　　　　　　　　　　　　（4）そ　　の　　後
　翌日は午前小學児童に器械見せ午後素謡，小三校の先生方に手傳ってv・た
だきコンクリ豪一つになる．夜，村の協讃愈主催の邊別宴大正亭にて催され
る．大切な標準ノく度及現像が淺ってみるので淺念ながら中座し，堀井，木邊
爾君とでやり始める．最初より機嫌で鼻唄滉りにやってみたがノ故障なぐ進
行し，3時頃赤外乾板のうまく出てみるのを赤ランプの下で眺めて木戸君と
思はす握手、
　6月21日．東京隊は出立の先陣を切b　11時の汽車で立つ．午後山本夫人を
案内して鐘乳洞へ赴く．作見小4く氏に館途色々説明をきN，小雨降る白帯穫
を夕闇迫る中頓の市衛へ麟って重る．夜21時頃より翌嶢3時まで掛って木邊
碧の乾板に標準ノく度を撮影，現象を終へる．
　翌22日チエツコ隊はプラツトフオ1ムで爾國國旗を前に記念撮影をして出
立する．午後小生蓮の荷造鼠輩にすませ，夕食を學校の先生方と共にし，お
別れを惜む．
　23日．自分達4人村疑，局長，校受その他油虫會の方々，宿舎食堂の世話
された方々，小學児童の盛大な見透りの中に11時1ケ月忌滞在し，漸くお馴
染の多くなった思出深い北見の山村中頓別を後にした．見馴れた校庭も校舎
も闇もなく覗野を去った．
　自分達は藪に幸ひ好晴に恵まれ，地元の方々の厚き援助の下に域功裡に今
日の日食調測を絡へた此の機禽に於ても種々便宜を與へられた北海道聴農
産課長阿部卒三郎，当課和田敏郎，宗谷支等長高尾善次，中頓別村長佐藤友
太郎の諸氏及中頓別苧即日下野讃會の役員諸氏に深く感謝の意を表する次第
である．（完）
